
日本建築家協会四国支部  

2012 年度第 1 回環境セミナー実行委員会議事録                          

日 時 ： 2012年10月26日(金)   10：00～11：00 

会 場 ： 郷屋敷 (高松市牟礼町大町1987) 

 出席者 ： 12名 

      武智和臣、眞田井良子(地域会長)  (愛媛)、 

赤松和俊、野村正人(地域会長)、鎌田吉敬(事務局) (香川)、 

      鳥羽知夫、新居照和(委員長)、野々瀬徹（オブザーバー） (徳島) 

      上田博史、細木淳、徳弘忠純(地域会長)、細木茂(支部長) (高知) 

 

議題 「環境連続セミナーに向けて」 

・ 委員長 新居照和より委員会立ち上げに対する挨拶及び、構成（案）の説明。 

 多くの参加者を募ることが要になるので、共感の輪を広げるために、まず実行委員が事前勉強をして

いく。 

 例えば、JIA 環境行動委員会編の｢環境建築｣読本を読んでいく。 

・ 中国支部と協力し、出来れば。（新居）あくまで四国支部が中心となって(「は主体的に」のほうが文

脈から適切な表現と思いますが、いかがでしょうか？)進めて欲しい！（細木） 

・ 「実行予算」について 

  150 万ぐらい掛かるのでは？ 

（例えば、2 年間 12 回開催 講師 12 名：10 万/人×12+（30 万）／ 会費：3 万/人×40 人？） 

  スポンサー協力金は勉強会なので無理だろう・・ 

・ 「公益法人」として進めていくので、会員だけ安いような事をせず、建築業界全体へ呼びかけて 

 盛り上げていこう。（細木） 

・ 「村上周三」氏（シックハウス、CASBEE）も呼んだらどうか？（武智） 

・ 委員会はずるずると継続するのではなく、「期限」を設けて。（細木） 

・ 「開催地」について 

 （四国巡回？ 香川が交通の便がいいのでは？ 「霧の森」だと駐車場代がいらない。） 

・ かたちだけの委員ではなく、実行委員が目標を立て、会に「参加」して欲しい。 

・ 野沢さん、中村さんを一度お呼びして、一緒に方針を検討すれば。（野々瀬、細木、他） 

・ 「事業計画書」の提出。（収支±0 で）期限は 1 月末（細木） 

・ 省エネではなく、「豊かな暮らし」につながるように・・・。環境性能を「見える化」 

建築に携わるものとして、地球環境に貢献できるように・・（武智） 

・スタートを何時にするのか？第一回 四国支部大会に合わせる？ 

・ 「中村 勉」さんに 12 月に来ていただき、今後のプログラムを立てる。 

 （経費に関しては、20 名ぐらいの有志で分担？環境ラボの一環として来ていただく？） 

・今後、次回、委員会開催までは「メール会議」で情報交換＆打ち合わせ。 

   

以 上  


